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浜
辺
の
歌
音
楽
館
開
館
20
周
年
記
念
講
演
会

　
北
秋
田
市
が
主
催
す
る「
浜
辺
の
歌
音

楽
館
」の
開
館
20
周
年
記
念
講
演
会
が
10

月
18
日
、森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、参
加
し
た
市
民
ら
が
、日
本
の

音
楽
史
に
輝
く
為
三
の
功
績
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。�

　
音
楽
館
は
、旧
森
吉
町
が
郷
土
の
生
ん

だ
偉
人
・
成
田
為
三
の
顕
彰
と
音
楽
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
建
設
し
た
施
設
で

昭
和
63
年
８
月
に
完
成
し
ま
し
た
。�

　
講
師
は
、東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
教

授
の
佐
野
靖
さ
ん
。音
楽
科
の
教
師
教
育
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
業
研
究
を
中
心
に
研

究
を
展
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、人
材
育
成

や
普
及
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
佐
野
教
授
は「
成
田
為
三
の
果
た
し
た

歴
史
的
役
割
〜
日
本
の
う
た
の
発
展
に
か

か
わ
っ
て
〜
」と
題
し
て
講
演
。「
為
三
と

い
え
ば『
浜
辺
の
歌
』の
印
象
が
強
い
が
、

明
治
以
降
の
日
本
の
う
た
の
歴
史
の
中
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が『
か
な
り

や
』。当
時
、児
童
文
芸
誌
の『
赤
い
鳥
』に

始
ま
る
文
芸
運
動
で
多
く
の
名
作
が
送
り

出
さ
れ
た
が
、曲
付
き
の
童
謡
と
し
て
最

初
に
発
表
さ
れ
た
の
が
こ
の
曲
だ
っ
た
。

西
条
八
十
作
の
詞
も
幻
想
的
だ
が
、非
和

声
音
が
多
用
さ
れ
る
伴
奏
譜
な
ど
随
所
に

様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。為
三

の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
名
曲
」、と

実
際
に
演
奏
し
な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、「
特
に
若
い
人
た
ち
に
知
っ
て

ほ
し
い
」と
前
置
き
し
、「
学
生
の
頃
、『
ふ

る
さ
と
』は
つ
ま
ら
な
い
曲
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、今
は
ま
っ
た
く
感
じ
方
が
違
う
。

歌
は
同
じ
曲
で
も
聴
い
た
り
歌
っ
た
り
す

る
状
況
で
そ
の
都
度
表
情
が
異
な
る
。感

じ
方
は
一
人
ひ
と
り
自
由
。自
分
の
心
の

内
側
か
ら
わ
き
出
て
く
る
素
直
な
イ
メ
ー

ジ
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。そ
の
上
で
、地

域
の
先
人
で
あ
る
為
三
の
曲
を
歌
い
継
ぎ
、

こ
の
土
地
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
し

て
ほ
し
い
」、と
聴
講
し
た
市
民
ら
に
語
り

か
け
て
い
ま
し
た
。�

▲「日本のうた」の歴史の中での為三の果たし

た役割などを語った佐野教授による講演会
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秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会（
会
長
・
岸

部
市
長
）が
創
立
30
周
年
を
迎
え
、10
月
11

日
、全
国
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
友
好
団
体
の

参
加
の
も
と
記
念
講
演
会
や
記
念
植
樹
を

実
施
し
、日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
さ
ら

な
る
友
好
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。�

　
同
協
会
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
秋
田
が

気
象
条
件
を
は
じ
め「
雪
の
中
の
生
活
」「
森

林
資
源
を
活
用
し
た
生
活
」な
ど
の
文
化

的
条
件
が
似
て
い
る
こ
と
や
、森
林
の
中

に
池
沼
が
点
在
す
る
大
野
台
の
自
然
景
観

が
北
欧
を
思
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、両
国
の

友
好
親
善
、産
業
・
経
済
、文
化
面
で
の
交

流
を
図
ろ
う
と
昭
和
53
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。�

　
は
じ
め
に
、岸
部
会
長
が
、「
全
国
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
協
会
の
集
大
成
で
も
あ
る
協
議

会
が
こ
の
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、当

協
会
に
と
っ
て
も
誠
に
意
義
深
い
。活
動

状
況
な
ど
情
報
交
換
し
な
が
ら
交
流
を
深

め
て
ほ
し
い
。各
協
会
の
発
展
、そ
し
て
日

本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
友
好
に
寄
与
で
き

れ
ば
幸
い
」な
ど
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。�

　
ま
た
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
の
セ
ッ

ポ･

キ
マ
ネ
ン
参
事
官
が
秋
田
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
協
会
の
創
立
30
周
年
を
祝
福
、「
来
年

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
の
外
交
関
係
が

始
ま
っ
て
か
ら
90
周
年
の
年
。こ
の
間
、文

化
協
定
が
結
ば
れ
る
な
ど
、文
化
・
経
済
面

で
交
流
が
促
進
さ
れ
た
。各
協
会
の
益
々

の
発
展
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
日
本
の
友
好

が
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
」な
ど
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は
、講
師
の
早

川
治
子
さ
ん（
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会

専
務
理
事
）が「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
っ
て
ど
ん

な
国
」と
題
し
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
や

魅
力
、日
本
人
と
の
価
値
観
の
違
い
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
講
演
終
了
後
、参
加
者
全
員
が
北
欧
の

杜
公
園
内
の
植
樹
エ
リ
ア
に
移
動
し
、セ

イ
ヨ
ウ
ト
チ
ノ
キ
と
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
を
植
樹

し
、30
周
年
の
記
念
と
し
ま
し
た
。 
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国重要文化財指定へ金家住宅／市長日誌�

◇
10
月
1
日
〜
15
日

市
長
日
誌

５
日（
日
）▽
第
３
回
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
総
合
開
会
式

に
出
席（
北
欧
の
杜
公
園
風
の
音
楽
堂
）�

６
日（
月
）▽
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
実
証
プ
ラ
ン
ト
事
業
の
実
施
主
体
で
あ
る

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
理
事
長
と
懇
談（
茨
城
県
）�

７
日（
火
）▽
市
の
誘
致
企
業
フ
リ
ー
デ
ン
本
社
を
訪
問（
神
奈
川
県
）�

８
日（
水
）▽
秋
田
県
赤
十
字
大
会
歓
迎
ご
昼
食
会
及
び
式
典
に
出
席（
秋
田
市
）�

９
日（
木
）▽
振
り
込
め
詐
欺
防
止
に
か
か
る
協
議
に
出
席（
北
秋
田
警
察
署
）�

10
日（
金
）▽
北
秋
田
市
植
樹
祭
に
出
席（
児
童
公
園
）▽
Ｊ
Ａ
葬
祭
セ
ン
タ
ー「
虹

の
ホ
ー
ル
た
か
の
す
」竣
工
式
・
祝
賀
会
に
出
席（
旧
栄
農
協
跡
地
）�

11
日（
土
）▽
全
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
友
好
団
体
協
議
会
に
出
席（
北
欧
の
杜
公
園
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
）▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
創
立
30
周
年
記
念
講
演
会
に
出

席（
北
欧
の
杜
公
園
お
野
立
所
前
）�

12
日（
日
）▽
第
１
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会
開
会
式
に
出
席（
北
欧

の
杜
公
園
）▽
ポ
ス
ト
植
樹
祭「
水
と
緑
の
森
林
祭
」に
出
席（
北
欧
の
杜
公

園
お
野
立
所
）▽
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
参
事
と
懇
談（
大
太
鼓
の
館
）▽
ド

ラ
ム
サ
ー
ク
ル
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
参
加（
ロ
ッ
ジ
森
吉
、妖
精
の
森
）�

13
日（
月
）▽
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に

参
加（
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
、秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
、大
太
鼓
の
館
）�

14
日（
火
）▽
第
31
回
全
国
土
地
改
良
大
会
に
出
席（
県

立
武
道
館
）�

15
日（
水
）▽
日
沿
道
同
盟
会
合
同
要
望（
国
道
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
能
代
河
川
国
道
事
務
所
）

▽
森
吉
山
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
講
演
会

に
出
席（
四
季
美
館
）�

▲北秋田市植樹祭で（10/10）

　
文
化
庁
の
文
化
審
議
会（
石
澤
良
昭
会

長
）は
、10
月
17
日
に
本
市
本
城
の
金
家
住

宅（
旧
本
城
公
民
館
含
む
）を
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
す
る
こ
と
を
塩
谷
立
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。�

　
今
回
、秋
田
県
で
国
重
要
文
化
財
指
定

（
建
造
物
）の
答
申
を
受
け
た
の
は
、金
家

住
宅
と
小
玉
家
住
宅（
潟
上
市
）の
２
件
で

全
国
で
は
８
件
。
県
内
の
２
件
は
、平
成

14
・
15
年
度
に
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し

た「
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
」で
そ
の

価
値
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、近
代
和
風

建
築
で
は
本
県
で
は
初
の
指
定
と
な
り
ま

す
。金
家
住
宅
は「
歴
史
的
価
値
の
高
い
建

築
物
」が
答
申
理
由
と
な
り
ま
し
た
。�

　
金
家
は
阿
仁
地
方
の
三
大
旦
那
と
呼
ば

れ
た
大
地
主
で
土
地
経
営
を
行
う
か
た
わ

ら
、農
村
の
青
年
教
育
に
尽
力
す
る
な
ど

地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。�

　
金
家
住
宅
は
、旧
森
吉
町
本
城
の
阿
仁

川
西
岸
に
位
置
し
、約
３
９
６
６
平
方
メ
ー

ト
ル
の
敷
地
に
東
面
し
て
洋
館
、和
館
、文

庫
蔵
、米
蔵
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。（
洋

館
、和
館
は
昭
和
３
年
建
設
）ま
た
、正
面

に
は
幕
末
こ
ろ
の
作
庭
と
い
わ
れ
る
庭
園

が
あ
り
、四
季
折
々
の
木
々
が
建
物
と
よ

く
調
和
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、好
対
照
を
な
す
和
洋
両
館
が
極

め
て
良
好
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、東
北
地

方
で
は
数
少
な
い
大
型
の
和
洋
並
立
住
宅

と
し
て
貴
重
で
あ
り
、ま
た
地
方
に
お
け

る
近
代
住
宅
の
展
開
を
示
す
作
品
の
ひ
と

つ
と
し
て
も
歴
史
的
価
値
が
高
く
、近
代

地
主
の
屋
敷
構
え
を
伝
え
る
文
庫
蔵
、米

蔵
、表
門
及
び
宅
地
と
併
せ
て
保
存
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
年
内
に
は
答
申
ど
お
り
官
報
告
示
さ
れ
、

正
式
に
国
重
要
文
化
財
の
指
定
が
さ
れ
る

予
定
で
す
。�

※
金
家
住
宅
は
、私
有
地
に
あ
り
、現
在
も

一
部
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
か

ら
一
般
公
開
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。今
後
、

定
期
的
な
公
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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